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自己紹介
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• 大阪公立大学理事・副学長・教育推進本部長・法人CIO
（教育、計画・評価、情報・・・）

• 特色GP「大学初年次数学教育の再構築」（2007-2009）、大学教
育推進プログラム「学士課程教育における数学力育成」(2010～
2011）プログラム責任者

• 大学教育学会課題研究「学士課程教育における共通教育の質保
証」サブテーマ2「数理科学教育の質保証」代表（2013-2015）

• 日本数学会教育委員会委員長（2015-2017）

• 日本学術会議連携委員 数理科学委員会数学教育分科会委員
（2015-）



課題一覧
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• 中等教育との接続

• 共通教育としての数学教育
（特に文系向けの数学教育）

• 数理・データサイエンス・AI教育

• 専門基礎としての数学教育

• 生成AIの数学教育への影響



数学教育の義務教育段階での現状
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• TIMSS,PISAの調査（テスト問題）の結果からは、国際的に高い水
準（トップ層）

• 質問紙調査からは課題は相変わらず（改善はされている）

• 学習指導要領があり、全国的な教育の統制が可能な我が国でこ
ういったテストに対応すると効果は大きい

• 但し、「何故数学を学ぶのか」といった観点が生徒に伝わって
るかは疑問

• PISAは15歳、TIMSSは小４、中２での調査でほぼ中学卒業までの
結果



PISA2022質問調査から

5
国立教育政策研究所(2023）PISA2022のポイント
https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf から抜粋

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf


TIMSS2023質問調査から
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国立教育政策研究所（2026）TIMSS2023の結果（概要）のポイント
https://www.nier.go.jp/timss/2023/point.pdf から抜粋

https://www.nier.go.jp/timss/2023/point.pdf


高校段階での課題
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• 数学の日常生活との乖離
数学の枠内のみで数学の問題を解くという訓練
<=大学入試問題が解ければよいので
（大学入学共通テストは日常との関連が強調されて長い対話が
置かれているが、点数を取るためにはその部分を読まない方が
早く解ける。個別学力試験は従来通りの出題）

• 高校１年秋での文理選択
弊害が指摘されているが続いている。
高校も進学実績で評価されるので、入試対策を考えるとやめら
れない。入試自体も変わらない。

• 統計教育の導入は進展
徐々に浸透。数学I・Ａの共通テストで出題されるので文系の学
生も履修。ただし、個別学力試験ではほとんど出題なし



大学入試の課題
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• 文系では個別学力試験の科目に数学がない大学がほとんど

• 受験生確保の観点からも数学は敬遠される傾向

• 少子化の進展で学力の担保は多くの大学で困難に

• 大学入試自体が変わらない（変えられない）

• 個別学力試験を行っているのは日本ぐらい

• 入試にかける労力自体を他に振り向けるべき

• （本来は）入試は専門職（アドミッションオフィサー）が行い
大学教員が関わるべきではない

• 特に数学教員は入試負担が大きすぎる



入試での数学は暗記科目？
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• 大学入試においては概念理解ができてなくても暗記とパターン
マッチングで入試問題は解ける

• 例えば、微分の概念を理解していなくても、多項式・三角関
数・指数関数などの微分と積・商の微分を覚えていれば、関数
の微分はできる。関数f(x)を与えられれば、とにかく微分して
f’(X)=0となる x を求めて増減表を書いてグラフの概形を書いてと
いったルーティーンといくつかのパターンでの対応を覚えれば
問題は解ける。だけど、何をやっているかは分かっていない。

• そもそも、微分の定義を理解していない学生も多い



微分の定義を聞いたら
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10年以上前だが、大阪府立大学の１年次入学直後の理系学生のこの問題の正答
率は69%であった。これができなくてもかなりの選抜性が高い入試を突破でき
ている。
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大学での数学教育の課題



文系向けの数学教育
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• 高等教育機関全体として
数学をほとんど学んでこない学生向けに「数学的リテラシー」
を身につけさせる必要がある（社会に出て困る）

• 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（MDASH）はリテ
ラシーレベルが50万人、応用基礎レベルが25万人という大学生
の全員、半数といった目標になったため、数理の部分が骨抜き

• 文系向けの数学的リテラシー教育を広めていく必要



MDASHの課題
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• 当初は、数理・データサイエンス教育の強化だった

• 2019年に国のAI戦略が決まって、数理・データサイエンス・AI教
育と変更（今となっては良かった？）

• その分、数理が後退したイメージ

• 数学基礎の部分は含まなくても認定が通る形に

• ベクトル、行列も分からなくて、データサイエンスもAIも分かる
はずないのに・・・

• 50万人、25万人が足かせに







数学的リテラシー教育の必要性
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• 数学的リテラシーの定義

数学的に推論し、現実世界の様々な文脈の中で問題を解決するた
めに数学を定式化し、活用し、解釈する個人の能力。事象を記述、
説明、予測するために数学的な概念、手順、事実、ツールを使う
ことを含む。

• この能力を涵養する教育が高校・大学で行われていないことが
課題。特に、大学での文系の学生向け。

• このような教育を展開できる大学は多くないが、オンラインが
普通になり、生成AIが活用できれば、モデルを全国展開も可能で
は



専門基礎としての数学教育
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• 理系に限らず、専門での教育を実施するために数学が必要とな
る分野に対しては、その分野の教員と協力して数学の科目の内
容（達成目標）を決めることが必要。できるだけ、具体例につ
ながる内容とすべき

• 数学として教えないといけない部分は妥協しない（論理的厳密
性ではなく、どういう概念で何のためにあるのかといった部
分）

• こういったことができれば、数学教員の必要性がより認識され
る（はず）

• 部局の壁を超えるのは研究のためにも重要



生成AIの影響（教育全般）
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• 2023年以降、大規模言語モデル（LLM）をはじめとする生成AIの
急速な普及は、高等教育界全体に前例のない変革をもたらす

• 当初、この技術は学生による「学術不正の脅威」や「剽窃（盗
用）」の温床として、多くの大学でその利用が禁止される動き
が急速に広まった

• 生成AIが持つ潜在的な教育的価値が徐々に認識され始め、今やそ
の活用方法を模索する段階へと移行している 

• 一方、生成AIの進化のスピードが早すぎることでどのように使っ
て良いかが不安な状況



生成AI導入のメリット
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活用用途 具体的な機能 学習効率向上 業務効率化 理解度深化 主体性・創造性向上

学生向け 個別最適化された問

題提供

- -

リアルタイムフィー

ドバック

- -

ステップバイステッ

プ解説

- -

ブレインストーミン

グ支援

- - -

グラフ・視覚化生成 - -

教員向け 教材・問題自動生成 - -

採点・評価支援 - - -

研究のコパイロット -
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生成AI利用の課題とその克服の方策

課題 克服策

技術的限界と信頼性 -カリキュラム再構築（プロセス重視型、PBL） -評価方法の革新

（プロセス、推論、独創性の評価） -リテラシー教育（AIの特性・

限界の理解） -ガバナンス・環境整備（安全な学内AI環境）

学修成果の評価と不正リスク -カリキュラム再構築（プロセス重視型、PBL） -評価方法の革新

（口頭試問、非定型課題） - AIを活用した評価支援 -ガバナンス・

環境整備（統一的な利用方針）

思考力・問題解決能力の低下リスク -カリキュラム再構築（プロセス重視型、PBL、協調的学習） -評

価方法の革新（独創性の評価） -リテラシー教育（クリティカルシ

ンキングのツールとして活用）

導入・運用における組織的・倫理的課題 -ガバナンス・環境整備（情報セキュリティ、コスト検討、専門

チーム設置） -リテラシー教育（教員・学生の温度差解消）



終わりに
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• 大学数学教育は、中等教育との接続、数学的リテラシー教育、
大学の多様化、少子化での高等教育業界の縮小、生成AIの出現に
伴う変化、といった様々な課題を抱えている

• 社会全体が変革期であるが、大学全体の財政的な問題も大きく
中々構造改革まで踏み込めないのが現状

• 数学教育の必要性は高まっているが、それを受け入れられない
状況（学生のレディネス、教員の意識）

• 生成AIの活用はひとつの方策では
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